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研究背景

水利施設・農地への侵入・定着を防止する

侵略的外来種の防除技術の開発

水利施設や農地に対して被害が拡大してい
る侵略的外来種（カワヒバリガイ、ナガエツ
ルノゲイトウ、アレチウリ）を対象とした防
除技術を開発しました。
これら開発技術の普及により、水利施設の

健全な運用や、作物の収量低下を防ぐ効果が
期待されます。

農研機構 令和元年度～
令和５年度

農業被害をもたらす侵略的外来種の管理技術の開発

水利施設のスクリーンに張り付いたカワヒバリガイ

共同研究機関：水資源機構霞ヶ浦用水管理所、千葉県、福井県立大学、電中研、植調協会、いであ株式会社等

イメージ

③研究開発の内容や品
目、分野等を連想させ
るイメージ写真
写真サイズ：高4.9cm、
幅7cm

Ⅳ．研究成果概要

水利施設や農地に容易に侵入する侵略的外来種は、生息域を拡大して甚
大な農業被害をもたらします。例えば、水利施設では、カワヒバリガイが
繁殖し、通水阻害を発生させます。また、農地では、ナガエツルノゲイト
ウやアレチウリが繁茂し、作物の収量低下や収穫作業を妨げるなど農作業
の障害となっています。
これらの侵略的外来種による農業被害の拡大を防ぐため、効果的な検

知・防除技術の開発に取り組みました。

水田にまん延するナガエツルノゲイトウ
（黄色部分）

ナガエツルノゲイトウの薬剤防除試験の様子



主要な成果

問合せ先 農林水産技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境）室 03-6744-2216

カワヒバリガイの定着防止に向け
た検知技術及び防除技術を開発

水路や河川等の水から得た環境
DNAを用いた検知技術及び貯水
池の落水処理による防除技術を
組み合わせた効率的な防除体系
を確立

ナガエツルノゲイトウの定着防
止に向けて、慣行の防除体系よ
りも効果の高い除草剤の組み合
わせを解明

発生地である関東以西の水田
において、ナガエツルノゲイ
トウによる被害拡大の防止に
貢献

高解像度RGBカメラ搭載のド
ローンで撮影した空中写真の
判読により、雑草群落内から
アレチウリの分布地点を検知
する技術を開発

除草が必要なエリアを可視化
し、効率的な防除を可能にす
ることで、アレチウリの圃場
への侵入防止に貢献

農研機構 重点普及成果
https://www.naro.go.jp/project/results/juten_
fukyu/2021/juten07.html

貯水池の落水後における
カワヒバリガイの生存率の推移

空中写真判読によるアレチウリ群落（赤色）の
駆除活動後の生育の抑制状況

2週間以上の
落水で死滅

落水後からの日数（日）

生
存
率
（

%
）

ナガエツルノゲイトウの防除効果が高い除草
剤成分の組み合わせ（番号は散布の順番）

※体系１は「ピラクロニル」の連用になり、ピラクロニルに対する除草剤抵抗性を発達
させる可能性があるため、体系１を長期的に使用し続ける場合には注意が必要

体系１ 体系２ 体系３
ピラクロニル粒剤 ① ①
イマゾスルフロン・オキサジク
ロメホン・ピラクロニル・ブロ
モブチド粒剤

② ①

フロルピラウキシフェンベンジ
ル乳剤 ②

フロルピラウキシフェンベンジ
ル・ぺノキススラム・ ベンゾビ
シクロン粒剤

②

慣行の防除体系と比較した時の
地上部乾物量の割合 28.3％ 0.98％ 39.0％

https://www.naro.go.jp/project/results/juten_fukyu/2021/juten07.html
https://www.naro.go.jp/project/results/juten_fukyu/2021/juten07.html
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